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宇宙から見た日本の農業
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背景と目的

人間が飛行機で空を飛び,さ らにはロケットで宇宙を旅するとともに,私たちが地上を見る

眼は, 自分の目の高さから飛躍的に高くなっていった。そして,農業環境研究にも 1960年代

以降空中写真が,1980年代からは衛星データが取り入れられるようになり,農業環境問題を
とらえる視点を,点から面へ,そ して空間へと拡大させていった。農業環境技術研究所では,1983

年発足当初から,衛星リモー トセンシング研究を先駆的に取り入れ,農業環境への応用研究に

取り組んできた。「宇宙から見た日本の農業」は,所発足 10年 目に,農業が自然および人間の

生活環境保全の役割をもつという観点から,地域ごとに農業の環境と資源を見直すことを目的
に編集された。また,研究者ばかりではなく,農業に携わる人々に対してもリモー トセンシン

グを身近なものとして,利用するきっかけとなることも期待された。ホームページに掲載後約 5

年間で,135,000回 を超すアクセヌ、を得ており,その役割を十分に果たしているといえる。

内容・特徴

以下の 61地域の地球観測衛星ランドサットの画像と画像に含まれる地域の農業の特徴や画

像から読み取れる情報を解説した文章を収納している (図 1)。

」ヒ海 道 地 方 1.天北,2.中網走,3.根釧,4.上川,5.十勝,6.日 高,7.石狩低地帯 ,
8.函館

東 北 地 方 9.津軽,10.十和田,H.盛岡,12.北上,13.仙 台平野,14.大潟 ,
15.横手,16.庄内,17.山形,18.会津

関 東 地 方 19.筑波,20.筑波,21.宇都宮,22.群馬,23.嬬恋,24.入 間,
25北総台地,26.房総半島,27.東京,28.神奈川

北陸 0中部地方 29.新潟平野,30.加賀・砺波,31.福井平野,32.甲 府平野,33.松本平 ,

34.伊那谷,35.遠州,36.三河・知多,37.濃尾平野

近 畿 地 方 38.伊勢・伊賀,39.滋賀,40.京都,41.京阪奈丘陵,42.播州 ,
43.紀 Jヒ・紀中

中 国 地 方 44.大 山,45隠岐,46.出雲,47.岡 山,48.広島,49.山 口
四 国 地 方 50.徳島,51.讃岐平野,52.中 予,53.高知
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九州・沖縄地方 54.筑後平野,55.佐賀平野,56.長崎,57.熊本 0阿蘇 ,58。 大分 ,

59.宮崎平野・都城盆地,60.薩摩,61.沖縄本島

画像の範囲は 65 h× 50 kmを基本としているが,い くつかの地域では面積比で 4分の 1

～ 9分の 1の狭い範囲をクローズアップしたものもある。各画像内には,主な地名と方位,縮

尺を目安として記入している。また,画像右側に観測年月日を示している (図 1)。 ここで用

いた画像は,ラ ン ドサットに搭載されたセマティックマッパ (TM)セ ンサが観測したデータ

のカラー合成画像である。TMセ ンサーは可視～中間赤外までの 7つ波長帯で観測しており,

地上分解能は 28.5m(熱赤外バン ドのみ 120m)で ある。カラー合成画像は,赤域 (バンド3),

近赤外域 (バ ンド4),中間赤外域 (バ ンド5)を用い,それぞれに青,緑,赤の三原色を配し

て合成した。ただし,一部ではバンド3の代わりにバンド1を用いた。通常,人間に関知でき

ない赤外域を使用しているため,人間の目に見える対象物の自然な色とは異なる。したがつて ,

合成するに当たっては,植生部分を緑色で表現し, 自然の色に近い感じを受け,違和感のない

ようにしている。また,画像を処理する際に濃度補正およびフィルタ処理によるエッジ強調を

行い,よ り鮮明に見えるようにしている。

解説文については,当 時それぞれの地域で研究し,地域を熟知していた方々にできるだけ執

筆していただいた。

機能

冒頭の日本地図に,上記 61地域が示されているほか,続いて目次として,地域別に「掲載

地域名」と「解説文のタイ トル」力`掲げられている。地図中の番号,凡例の地名および目次の

地域名をクリックすると,各地域のページに入ることができる。そこには,ラ ンドサット画像

とその範囲を示した地図が並んでおり,画像内をクリックすると拡大される。画像,地図の下

に,画像に含まれる地域の農業の特徴や画像から読み取れる特徴を解説した文章を掲載してい

る。

利用法

農業環境技術研究所ホームページ (http://w、ぃv.niacs.affrc.gojp/)か ら,「研究 トピックス」→

「宇宙から見た日本の農業」へ移動することにより閲覧できる。

また,養賢堂から「カラー解説 宇宙から見た日本の農業」 (ISBN 4-8425‐ 9316-4,B5判 132

頁,本体 6,400円 )と しても販売されている。

本内容は,1988年～ 1991年に「農業および園芸」に掲載した 48地域に 13地域を追加して,

まとめた。したがって,画像はすでに 20年近く,解説文も 10年以上が経過しており,地域に

よって |ま現状を正しくあらわしていないところがあつたり,解説文の内容がそぐわないところ

も多々生じていることを危惧している。必要に応 じて,修正あるいは更新しなければならない

が, とりあえずは,画像を見て,地域を把握いただくとともに,現状との違いを見いだしつつ

利活用いただくことを期待している。
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トップページ (上 ) と地域の紹介例 (下 )

問合せ先

地球環境部 生態システム研究グループ 今川俊明
電話 :029-838-8221,Fax:029-838-8199,E‐ m江1:imagawa@niaCS affrc.gojp

図 1
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